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応募
　方法 Eメールでも応募できます。 

市民文芸
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募す
る壇名をはっきり書き、〒989-0257白石市字亘理町37-3、白石市情報センター
へ。短歌、俳句、川柳の併記は不可。毎月15日締め切り。

高

橋

辰

男

選

ギ
リ
シ
ア
紀
行
映
れ
ば
な
つ
か
し
南
国
の
ブ
ー
ゲ
ン

ビ
リ
ア
咲
く
ア
テ
ネ
の
丘
が　
　
　
　

赤
柄　

と
し

大
寒
に
母
が
夜
な
べ
に 
糯 
米
を 
石
臼 
に
ひ
け
ば
寒
晒

も
ち 

か
べ
す

出
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

登

犬
走
り
を
猫
走
り
た
り
と
言
う
人
の
あ
り
て
花
咲
け

り
茶
飲
み
話
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　
　

濱

風
も
な
く
桜
満
開
の
城
山
に
年
に
一
度
の
坂
の
ぼ
り

行
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

と
く

馬
鈴
薯
も
漸
く
蒔
き
終
え
痛
む
腰
伸
ば
し
て
次
の
種

を
買
い
こ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
松　

貞
子

ほ
の
ぼ
の
と
心
優
し
き
ひ
と
の
如
佗
助
椿
し
と
や
か

に
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
槻　

正
兄

農
作
業
少
し
は
ず
め
ば
膝
痛
む
年
輪
積
み
し
老
い
の

証
し
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　
　

伝

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
春
の
よ
ろ
こ
び
歌
い
し
は
戦
時
中

な
り
き
若
き
日
遠
し　
　
　
　
　
　
　

岡
崎　

澄
子

ボ
ケ
防
止
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
習
い
た
り
二
十
六

文
字
成
せ
ば
成
る
な
り　
　
　
　
　
　

斎
藤　

光
子

眠
れ
ず
に
貨
車
の
行
く
音
聞
く
今
宵
寝
返
り
ば
か
り

い
く
度
も
打
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
沢　

修
子

 
評  
一
首
目
。
か
つ
て
旅
行
し
た
ギ
リ
シ
ャ
。
テ
レ

ビ
で
そ
の
美
し
い
風
景
が
映
さ
れ
、
思
い
出
が
鮮
明

に
よ
み
が
え
っ
た
。
二
首
目
。
昔
は
製
粉
機
な
ど
は

な
く
、
手
で
回
し
た
石 
臼 
を
「
か
べ
す
」
と
呼
ん
だ
。

う
す

珍
し
い
歌
材
だ
。
三
首
目
。
軒
下
な
ど
を
な
ぜ
か
犬

走
り
と
い
う
。
そ
こ
を
猫
が
走
っ
た
こ
っ
け
い
話
に

座
が
盛
り
上
が
る
。

遠

藤

秋

尾

選

花 
辛
夷 
闇
美
し
く
あ
り
に
け
り　
　
　

佐
藤　

周
子

こ
ぶ
し

春
水
の 
淀 
み
に
揺
ら
ぐ
武
家
屋
敷　
　

制
野　

リ
エ

よ
ど

天
守
閣
空
に
浮
か
べ
て
花
の
雲　
　
　

岩
澤　

伍
峯

歌
右
衛
門
逝
き
て
淋
し
き
春
芝
居　
　

山
家　

弘
子

花
の
山
一
度
は
巡
る
句
碑
の
丘　
　
　

高
橋　

正
男

歌

壇

老
い
て
尚
ホ
句
に
親
し
み
春
燈
火　
　

三
浦　

愛
嶺

鳥
帰
り
た
だ 
漣 
の
残
る
の
み　
　
　
　

日
下　
　

文

さ
ざ
な
み

 
茎
立 
の
生
命
力
を
も
ら
い
け
り　
　
　

高
子
た
ち
ば
な

く
き
た
ち

吹
く
風
に
散
り
初
め
た
る
梅
の
花　
　

大
庭　

良
子

初
恋
の
痛
み
の
遠
し
春
の
夢　
　
　
　

遠
藤　

忠
臣

 
評  
一
句
目
。
夕
や
み
迫
る
こ
ろ
、
こ
ぶ
し
の
花
が

白
く
浮
く
よ
う
に
美
し
い
。
二
句
目
。
白
石
の
武
家

屋
敷
は
流
れ
に
沿
っ
て
、
今
な
お
昔
の
ま
ま
に
建
っ

て
い
る
。
そ
の
流
れ
の
よ
ど
み
に
映
る
武
家
屋
敷
が

揺
ら
ぐ
水
面
に
映
し
て
い
る
の
だ
。
三
句
目
。
花
と

い
え
ば
俳
句
で
は
梅
の
花
。
満
開
の
城
山
の
桜
の
上

に
天
守
閣
が
空
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

一
年
に
一
回
の
花
と
お
城
の
風
景
。

山

田

風

流

選

新
緑
に
心
と
か
ら
だ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ　

米
沢　

礼
子

花
む
し
ろ
新
入
社
員
の
初
仕
事　
　
　

大
沼　

妙
子

カ
ル
テ
待
つ
待
合
室
の
養
生
訓　
　
　

日
下　
　

猛

よ
い
妻
に
出
逢
い
荒
波
五
十
年　
　
　

佐
藤　

武
雄

酒
の
愚
痴
ポ
ロ
リ
ポ
ロ
リ
と
で
る
本
音

草
野　
　

清

一
点
が
重
い
白
河
越
え
の
関　
　
　
　

四
竃　

英
夫

特
売
へ
昨
日
の
顔
に
ま
た
出
会
い　
　

小
野
嘉
津
子

み
な
可
愛
い
も
ら
う
小
犬
の
決
め
か
ね
る川

村　

靜
恵

卵
酒
薬
の
わ
り
に
酔
い
ま
わ
る　
　
　

平
間　

大
恵

な
ん
と
な
く
母
に
似
て
き
た
妻
の
愛　

鈴
木　

希
市

 
評  
一
句
目
。
目
に
は
青
葉
・
・
・
す
が
す
が
し
い

新
緑
に
心
洗
わ
れ
る
。
感
動
す
る
感
性
は
常
に
持
ち

た
い
。
二
句
目
。
確
保
場
所
を
見
れ
ば
、
新
入
社
員

の
気
配
り
が
分
か
ろ
う
と
い
う
も
の
。
あ
だ
お
ろ
そ

か
に
で
き
な
い
。
三
句
目
。
病
院
に
通
う
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
の
養
生
訓
、
後
悔
は
先
に
立
た
ず
。
皮

肉
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

柳

壇

俳

壇

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

私
た
ち
も
応
援
し
て
い
ま
す

国
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

キキキキキキキキキ
ュュュュュュュュュ
ーーーーーーーーー
ブブブブブブブブブ
新新新新新新新新新
体体体体体体体体体
操操操操操操操操操
教教教教教教教教教
室室室室室室室室室

（
代
表
指
導
者
・
日
下
イ
サ
ヲ
さ
ん
談
）

　

私
た
ち
「
キ
ュ
ー
ブ
新
体
操
教
室
」

は
、
昨
年
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
同
様
、

国
体
の
開
会
式
で
「
蔵
王
の
四
季
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
集
団
演
技
を
披
露
し
、

選
手
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
は
、
演
技
の
出

来
は
と
も
か
く
、
教
室
の
生
徒
と
親
が

一
緒
に
演
技
が
で
き
た
こ
と
は
、
お
互

い
生
涯
に
わ
た
っ
て
の
よ
い
思
い
出
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
観
客
の

皆
さ
ん
か
ら
は
「
と
て
も
良
か
っ
た
」

と
の
声
を
聞
き
、
指
導
者
た
ち
も
感
動

し
て
い
ま
し
た
。

　

教
室
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
、
４
歳
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
約　

人
で
、
毎

60

週
土
曜
日
の
午
後
に
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
秋
の
県
中
学
新
体
操
新
人
大

会
女
子
団
体
で
白
石
中
学
校
が
優
勝
す

る
な
ど
、
教
室
の
子
供
た
ち
は
着
実
に

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
国
体
で
も
、
教
室
の
生

徒
と
親
と
指
導
者
が
一
体
と
な
っ

て
、
精
い
っ
ぱ
い
の
演
技
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
、
昨
年

よ
り
以
上
の
も
の
を
目
指
し
て
、

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
の
演
技
を
手

直
し
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
市
民
一
人

一
役
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
、

遠
く
か
ら
お
い
で
に
な
る
選
手
た

ち
を
温
か
い
気
持
ち
で
お
迎
え
し
、

心
か
ら
の
声
援
を
送
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

成
功
さ
せ
よ
う
�
み
や
ぎ
国
体

白
石
市
は
「
新
体
操
競
技
」
と

「
山
岳
競
技
」
の
開
催
地
で
す
。

(koho@city . sh i ro ish i .m iyag i . jp )
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国際コーナー�
カロ

ラインの

International Corner

　グラウンドゴルフは、ゴルフをアレ

ンジした新しいスポーツです。文部省

の生涯スポーツ推進事業の種目のひと

つとして登場し、全国的に普及してい

ます。

　難しいルールは一切なし、老若男女、

だれでもできる軽スポーツです。

　広いグラウンドでホールインワン。

あの「コキーン」という音を一度知った

らやめられません。また、お互いに信

頼が生まれ、多くの友ができること請

け合いです。スポーツを趣味として長

生きしてみたいものです。

　私たちの協会は、平成11年10月に設

立しました。現在の会員は137名で、心

身の健康増進と、地域の融和および会

員相互の親睦を図ることを目的として

います。大会は毎年、５月、７月、10月

に白石川緑地公園で開催する予定です。

　皆さんも当協会に加入し、気軽に

チャレンジしてはいかがでしょうか。

◯問 会長：林　茂　�25-3075

スポーツを趣味として

　４月22日から26日まで、ハーストビル市から市
民団が来白しました。今年の市民団は26人で、
ハーストビル市の市長と助役も参加しました。
　白石滞在中にいろいろな所を見学し、ハースト
ビルの皆さんは、日本の文化や歴史をより深く理
解されたことと思います。
　ハーストビル市長のビル・ピカリング氏は、白石
とハーストビルが姉妹都市になる以前にも市長を
されていました。白石について話を聞いたり、写
真を見たことはありましたが、白石を訪問される
のは初めてでした。ピカリング市長に白石の印象
を尋ねました。
　「日本はとても古くて、面白い歴史と文化があり
ます。白石には、その歴史を伝えて、文化を守って
いる施設がたくさんあり、素晴らしいと思います。
オーストラリアは比較的新しい国で、残念ながら
日本のような歴史と文化はありません。」
　今回の市民団の中に、1994年の姉妹都市提携の
際にも来白した方が２人います。そのときは白石
城、キューブ、アテネなどはまだなかったそうです。

７年で白石が大きく変わり、発展したことにとて
も驚いていました。
　ハーストビルの皆さんは白石でとても充実した
時を過ごしました。きっと白石は市民が自慢でき
るまちでしょう。

★
マ
イサ
ークル

　

★

白
石

市
グラウンドゴル

フ
協
会
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